
   
 ６月１９日（月）総代●名の出席のもと、第８回通常総代会を開催し、全議案賛成多数で可決されました。事前提

出と合わせて、意見・質問もあり、実りある総代会となりました。 

 また、総代会終了後には、ぐるぐるびわ湖プロジェクトで共に活動している NPO 法人蒼いびわ湖の代表理事村上 

悟氏の「やっぱりびわ湖が好き～琵琶湖とせっけん運動と私～」 講演会が行われました。こちらも多くの組合員の参

加があり、質疑応答でも大いに盛り上がりました。 

 総代会、村上氏の講演については、後日さざなみ号外にて詳しくお伝えします！ 

 

    

 

A: ～専務に聞きました～ 

一般的に、魚は、どこで水揚げされ、どのように加工されたのか、分からないものが多いです。他の消費材と

同様、誰が釣りあげ、水揚げがどこで、どのように加工されたのかがわかる魚をお届けしています。例えば、「さ

わら切り身」の案内には「東シナ海または日本海西部」と、漁場がはっきりと示されています。 

 次に、大きさですが、生産者との約束で、重量の最低基準（それ以上という g数）を決めています。「さわらの

切り身 4 切れ」ですと、320g 以上という約束があり、4 切れなので 1 切れ 80g 程度となります。 

 消費材の基準は、組合員と生産者がお互いに話し合って決めるものですので、もう少し大きくという声が多い

となれば、基準を 100g 以上にしてねという要望が出せると思います。その後は、取れる魚の大きさとの関係、

加工の技術、機械が対応できるか、そして、g数をあげることで利用が伸びるのかというようなことを話し合い、

消費材開発が行われます。わたしたちが、まずは産地を訪問し、生産者と話しをするところから始められれば面

白いと思います。 

                                                           

☆生活クラブに関する疑問や、子育てに関する悩み事などを募集しています☆ 

いただいた疑問などは、回答を相談してから掲載していきます。 

⇩切り取って、配送担当にお渡しください⇩ 

さざなみ ぎもん・お悩みズバッと解決コーナー♪ 

 

今回は書けるスペースがありません。メモなど、書いていただいたものにこの紙をつけて出してください。 

 お名前（               ） 

さざなみにお名前を掲載してよろしいですか？ （ はい ・ いいえ ） 

Q : 魚の切り身が小さく感じます。消費材の魚の加工はどうされているのですか？ 
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